
題字　江 森 光 龍 先生

社内で回覧しましょう

歴史と彩りが織りなす、日本が誇る花の聖地【館林支部】
　館林市が誇る「つつじが岡公園」は、長い歴史と伝統を持ち、昭和9年には国の名勝に指定されました。
全国に類を見ないツツジの名園として知られ、見頃を迎えると約100品種・1万株もの花々が園内を鮮やか
に染め上げます。
　特に注目すべきは、館林城の歴代城主により大名庭園として保護されてきた数百年もの時を超えて咲き続
ける貴重な古木群です。また高さ5メートルにも及ぶ巨樹や、樹齢800年を超えると伝えられるヤマツツ
ジ、そして宇宙飛行士（向井千秋さん）と共に宇宙を旅した種子から育った「宇宙ツツジ」など、ここでし
か出会えない「名木」が訪れる人々を魅了します。
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　令和8年の新春を迎えた1月21日（水）、東毛法人会

新春賀詞交歓会が太田市の太田グランドホテルにお

いて開催されました。

　大江通浩副会長の言葉で交歓会が開始され、続い

て、谷田川敏幸会長からごあいさつをいただきまし

た。

　ご来賓の館林税務署長仲北篤様、太田市長穂積昌

信様からも新春のごあいさつをいただき、ご来賓の

皆様のご紹介の後、関東信越税理士会館林支部長尾

花俊彦様の乾杯で歓談に移り、来賓をはじめ役員、

委員等が新年を祝い和やかに歓談し、齊藤純一副会

長の閉会の言葉で終了しました。

　賀詞交歓会に先立ち、社会貢献事業の一環とし

て、新春講演会では、谷田川会長のあいさつ後、東

京大学大学院情報学環特任教授の片田敏孝を講師に

お迎えし、『荒ぶる自然災害に向かい合う心構え』

と題して、ご講演いただきました。

　講演では、日本の防災対策は、行政任せから住民

主体となり、住民一人一人が我が事として捉え、主

体的に行動することが求められるなど、防災教育に

取り組んだ経験を交えて、いざというときに役立つ

講演をしていただきました。

新春賀詞交歓会・新春講演会
新春賀詞交歓会を開催 新春講演会を開催

女性部会第14回通常総会

青年部会第14回通常総会
6月4日（木）18：30〜

ニューミヤコホテル館林（館林市）

5月29日（金）16：15〜
太田グランドホテル（太田市）

❒会員・部会員の皆様のご出席をお願いいたします。

一般社団法人東毛法人会
第14回通常総会のお知らせ 5月21日（木）16：00〜

正田醤油㈱文右衛門ホール（館林市）
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令和8年度　事業計画
　3月4日の理事会で可決承認された令和8年度事業
計画及び収支予算の概要です。

令和8年度　事業計画
１　基本方針
（1）法人会は、健全な納税者の団体であり「よき

経営者をめざすものの団体」として本会、支
部、部会が一体となって事業の公益性を高
め、会員の積極的な自己啓発を支援し、納税
意識の一層の向上を図るとともに、企業経営
及び地域社会の健全な発展に貢献する。

（2）昭和61年に社団化し、更に平成25年に一般社
団法人の認可を受けており、引き続き公益法
人制度改革の趣旨に則り、公益性を高め法人
会活動の更なる活性化を図ることとする。

（3）会員相互の研さんと親睦を図るとともに、会
員増強運動を展開し、組織の拡充と財政基盤
の強化に努め、会員が「会員でよかった」を
実感できる事業活動を展開する。

２　主な事業計画（抜粋）
　 　基本方針に基づき“魅力ある法人会”を目指

し、下記項目を積極的に推進する。
 （1）公益事業
　１　研修相談事業
　　①法人税決算期別税務説明会の開催
　　②新設法人税務研修会の開催
　２　税制提言事業
　　①税制改正に関する提言、陳情の実施
　　②全国大会への参加（本会、青年、女性部会）
　３　税の広報事業
　　①会報「とうもう法人」の発行（年4回）
　　②全国法人会総連合の機関紙「ほうじん」の配

布（年4回）

　　③e-Tax普及・定着及びキャッシュレス納付の
利用拡大

　　④租税教育事業の推進
　　　青年部会による租税教室や女性部会による税

に関する絵はがきコンクールを推進する。
　４　地域社会貢献事業
　　①講演会の開催
　　②地域発展事業への参画
　５　経営支援事業
　　①インターネットセミナーの提供
 （2）共益事業
　１　会員支援事業
　　①青年部会・女性部会の活動を積極的に支援
　　②「法人会融資制度」の利活用を推進
　　③実践的な研修を実施
　　④事業承継に資する事業に実施
　　⑤功労者表彰及び優良経理担当者表彰等を実施
　２　会員増強事業
　　①会員増強運動の実施
　　②会員増強に貢献のあった支部等表彰
　３　会員交流事業
　　①会員親睦ゴルフ大会の開催
　　②新年賀詞交歓会の開催
　４　厚生制度事業
　　①経営者大型総合保障制度、ビジネスガード、

法人会がん保険制度を推進
　　②経営者大型総合保障制度の利用拡大を推進
　　③会員企業の「健康経営」を推進する。
（3）その他
　　①公益法人会計基準を遵守し、指導監督基準に

則した運営を実践
　　②諸会議の開催
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関東信越税理士会館林支部所属・税理士

石 塚　 泉 0276-
72-3528 館林市 中 本 峻 佑 080-3398

-7905 大泉町 石 原 正 夫 0276-
37-2738 太田市

市 川 孝 一 　〃
74-5860 〃 新 島　 圭 0276-

60-4458 千代田町 碓 氷 照 夫 　〃
46-3864 〃

大 川 秀 嗣 　〃
72-6844 〃 飯 田 博 之 　〃

45-1226 太田市 内 沼 春 彦 　〃
31-7115 〃

大 谷 政 昭 　〃
73-1780 〃 池 田 啓 二 　〃

55-2959 〃 遠 藤 恭 司 　〃
49-0660 〃

小 野 久 男 　〃
73-4221 〃 石 黒 裕 一 　〃

46-2611 〃 大 澤 幸 生 　〃
56-4514 〃

令令和 8和 8 年度　年度　収 支 予収 支 予 算算

経常増減の部

経常収益

科　目 予算額 備　考

1. 基本財産運用益 3,000

2. 特定資産運用益 1,000

3. 受取会費 20 , 750 , 000

4. 事業収益 6,990 , 000

5. 受取補助金等 12 , 129 , 600

6. 雑収益 1 ,444 , 400

　経常収益計 41 , 318 , 000

経常費用

1. 事業費 38 , 036 , 250

2. 管理費 5 ,307 , 750

　経常費用計 43 , 344 , 000

当期経常増減額 △ 2,026 , 000

経常外増減の部

収　益
1. 経常外収益 0

　経常外収益計 0

費　用
1. 経常外費用 0

　経常外費用計 0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 △ 2,026 , 000

一般正味財産期首残高 33 , 591 , 771

一般正味財産期末残高 31 , 565 , 771

指定正味
財産増減の部

受取補助金等
1. 受取全法連助成金 11 , 520 , 900

　受取補助金等合計 11 , 520 , 900

一般正味財産
への振替

1. 一般正味財産への振替額 △ 11 , 520 , 900

　一般正味財産への振替計 △ 11 , 520 , 900

当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

正味財産期末残高 31 , 565 , 771
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関東信越税理士会館林支部副支部長　山田圭佑

　一般社団法人東毛法人会の皆様、いつもお世話に

なっております。関東信越税理士会館林支部副支部

長の山田圭佑と申します。

　今回は令和8年度税制改正について触れていこう

と思います。2026年3月末までに通常国会で成立・

確定すれば4月1日から適用される見込みですの

で、概要に触れていきます。

【食事の現物支給に係る所得税の非課税限度額の引
き上げについて】
　役員又は使用人が使用者から食事の現物支給を受

ける場合、次の2つの要件を満たすときは、当該役

員又は使用人が食事の支給により受ける経済的利益

はないものとされています。

　①　当該役員又は使用人から実際に徴収している

対価の額が、当該食事の価額の50％相当額以上で

あること。

　②　当該食事の価額からその実際に徴収している

対価の額を控除した残額が月額3,500円以下である

こと。

　「令和8年度税制改正の大綱」（令和7年12月26

日閣議決定）において、上記の非課税限度額月額

3,500円については、月額7,500円に引き上げること

とされました。

　このため、国税庁においては、所得税基本通達の

改正を行い、令和8年4月1日以後に支給する食事に

ついて、非課税限度額を引き上げる予定としています。

（※）使用者が深夜勤務に伴う夜食の現物支給に代

えて支給する金銭について所得税を課税しないこと

とされる1回の支給額についても、同様に650円以

下（現行：300円以下）に引き上げる予定としてい

ます（「深夜勤務に伴う夜食の現物支給に代えて支給す

る金銭に対する所得税の取扱いについて」の改正）。

【少額減価償却資産の特例について】
　少額減価償却資産の特例は、正式には「中小企業

者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特

例」と称される制度です。本制度は、中小企業や個

人事業者が取得価額30万円未満の減価償却資産を

取得した場合、その取得年度において取得価額の全

額を損金（必要経費）として計上することを認める

ものです。

　令和8年度税制改正においては、この少額減価償

却資産の特例について、次のような見直しが示され

ています。

●　取得価額基準の引き上げ

　現行では取得価額が30万円未満の資産が対象と

されていますが、改正後は40万円未満へと引き上

げられる予定です。

●　適用対象法人の見直し

　本特例の対象となる中小企業者等のうち、常時使

用する従業員数が400人を超える法人については、

今後は適用対象から除外される見込みです。

　このため、対象資産の金額要件は拡充される一方

で、制度を利用できる法人の範囲はやや限定される

ことになります。

●　制度の延長

　本特例については、2029年（令和11年）3月31日

まで、さらに3年間延長される方向が示されています。

　今回は令和8年度税制改正のほんの一部分につい

て簡単に触れさせていただきました。他に多くの改

正がございますので、詳しい内容につきましてはお

近くの税理士にご相談いただければと思います。

※一部国税庁ホームページより引用

　関東信越税理士会館林支部

事業発展のお手伝いをします。
税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー

地域社会に貢献します。秘密を守ります。
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「目的と継続」

随筆リレー

千代田支部　髙野　茂樹

シ リ ー ズ

三笠産業株式会社 館林工場 　館林支部

【会社概要】
企　業　名：三笠産業株式会社館林工場
所　在　地：館林市近藤町178－226
代表取締役：十九浦亜起
T　E　L：0276－73－1221
U　R　L：https://www.mikasas.jp
設　　　立：昭和35年7月
事 業 内 容：建設機械の製造・販売
従 業 員 数：46人

主力製品の一つ「タンピングランマー」

三笠加工風景

館林工場外観

常に「誠実」であれ、何事にも「果敢」であれ、　誰に対しても「謙虚」であれ
　弊社は1960年（昭和35年）に創業。昭和46年に
は同市の近藤工業団地内に最先端の生産機能を備
えた新館林工場を建設した。折しも館林インター
チェンジの開通によって物流の利便性が飛躍的に
向上した時期であり、当社は地域が物流の要所と
して発展を遂げる歴史とともに、その基盤を強固
なものにしてまいりました。
　当社の飛躍の転換点となったのは、戦後、進駐
軍からコンクリートバイブレーターを受注し、小
型建設機械の分野へ本格参入したことにありま
す。昭和36年に国内初となる「タンピングラン
マー」の開発に成功いたしました。当時の海外製
品に比べて小型・軽量で操作性も優れているとご
評価いただいたことが、当社の躍進の大きな原動力となりました。
　その後も各種の道路工事用地固め機を次々に国産化。高い耐久性も評価され、建設ラッシュに沸く
全国の工事現場でご使用いただきました。
　海外の市場においては、優れた耐久性と作業性が評価されるとともに、防音性・防振性など世界最

高水準の規制に適合させることで、世界80ヵ国に輸
出しております。現在では海外売上5割と、世界的ブ
ランド MIKASA として認知されております。
　私たちは小型建機の製造・販売を通じて、国内外の
社会インフラ整備に貢献し続けています。近年では、
作業者の健康被害を防止するアンチバイブレーション
システムの開発や、電動化・超低騒音化など、お客様
のご期待に応えるよう取り組んでおります。
　MIKASAブランドが、今まで以上に多くの国、た
くさんの人々に使われ、それが社会への貢献につな
がっていくことを目指し、私たちはこれからも努力を
続けてまいります。
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「目的と継続」

随筆リレー

千代田支部　髙野　茂樹

　「継続は力なり」ということわざがございま

す。これはわずかなことでも継続することで結

果が現れる、小さな努力も続けることで成功す

るという意味合いを持ちます。

　私はまだ1年も経っておりませんが、スポー

ツジムに通い、週に2日程度継続して運動する

ようにしています。これまでも「運動不足気

味」「お腹が出てきた」などの理由でスポーツ

ジムに通ったことはありますが、途中から時間

的な制約や効果の実感が湧かないなど、モチ

ベーションが低下し半年と持ちませんでした。

しかし、今回のスポーツジム通いは今までの漠

然とした理由ではなく、別の目的があり続けら

れています。それは偶然の出来事ですが私や家

族のテレビ出演でした。

　昨年の休日、家族でスノーボード旅行へ行っ

た日の事です。何回か滑って、その後休憩する

為レストハウスへ行きました。そこでは偶然に

もテレビでよく見る芸人さんがロケを行ってい

ました。ロケの様子を見た後、家族で休憩して

いた時、私たちの所へその芸人さんがきてロケ

に参加しないかと声を掛けてきました。内容は

30㎏の砂袋をそりで引きながら30m走対決をす

るという企画でしたが、勝てば賞金が貰える

し、負けてもいい思い出作りが出来ると思い

OKしました。

　対決本番は、30㎏の砂袋が意外と重く、番

組のシナリオ通り?私の負け。しかも私は大き

く転んでのボロ負けでした。後日、家族とテレ

ビを見ましたが、負けた事実に編集も加わり恥

ずかしいテレビ放送となってしまいました。日

頃から運動を行い、体力づくりをする必要があ

るなとつくづく感じました。

　そのような出来事があり、今現在、スポーツ

ジムに継続的に通うことが出来ています。おか

げで体力も多少ですが向上し、体型も気持ち変

わってきたと実感しております。再度リベンジ

する機会は無いでしょうが、何かの場面におい

て継続していて良かったと感じる日が来ると思

い取り組んでいます。

　何事においても、成長したり結果を出すため

には、目的意識を高め少しずつでも継続するこ

とが大切だと言えるのではないかと思います。

　次回は、太田支部の湯澤秀明さんに　リレー

いたします。
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法人会･部会･支部の活動
理事会を開催

　3月4日（水）ニューミヤコホテル館林において理事会
を開催しました。令和8年度事業計画（案）及び収支予
算（案）、並びに第14回通常総会開催、業務執行状況
報告等について審議され、可決承認されました。館林
税務署からは、金澤満副署長、神田勝統括国税調査
官、永井健司国税調査官にご出席いただき、会議後に
ワンポイント税務研修を行いました。

女性部会　新春セミナーを開催
　女性部会（春山裕美部会長）では、2月10日（火）正
田醤油㈱文右衛門ホール（館林市）において、元アフ
ラック職員の小林忠氏を講師に、『体験から感じる「が
んの怖さ」と「備えの必要性」』と題し新春セミナーを
開催しました。参加した部会員の皆さまは、熱心に傾
聴していました。また、講演後に開催した懇親会では、
会員相互の交流を深めることができました。

決算期別税務説明会・新設法人税務研修会
　決算期を迎える会員企業・新設法人を対象に、講師
に館林税務署法人課税第一部門の永井国税調査官
を迎え、2月12日（木）に新設法人税務研修会、3月17日

（火）18日（水）に決算期別税務説明会を開催しました。

青年部会　新春講演会を開催
　青年部会（神谷晋太郎部会長）では、3月2日（月）
太田ナウリゾートホテル（太田市）において、第一生命
経済研究所経済調査部首席エコノミスト永濱利廣氏を
講師にお招きし、「2026年の経済展望　～衆院選後
の高市政権の経済政策～」と題して新春講演会を開
催しました。講演では、参加した部会員の皆さまは、熱
心に傾聴していました。また、講演後に開催した懇親
会では、会員相互の交流を深めることができました。

女性部会　支部部会長会議を開催
　1月14日（水）幸寿司（大泉町）において支部部会長
会議を開催しました。会議では、令和8年度事業計画
（案）等について協議しました。

青年部会　支部部会長会議を開催
　1月20日（火）ジョイハウス別館（館林市）において支
部部会長会議を開催しました。会議では、令和8年度
事業計画（案）等について協議しました。
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太田支部　新春経済講演会
　太田支部（大江通浩支部長）では、社会貢献事業の
一環として、2月17日（火）にティアラグリーンパレスにて
新春講演会を開催し、約200名が参加いたしました。
　講師には、元サッカー日本代表選手の小野伸二さん
をお招きし、MCのジョナサンシガー氏とのトークセッ
ションをおこないました。
　小野さんは、最後に、「これまでのサッカー人生では
大勢の方に支えられてきた。今後は、そのご恩を還元
し、また次世代の育成に力を注いでいきたい」とお話し
されました。

館林支部　車両e－Tax　PRステッカー交付
　2月5日（木）㈱誠和製作所において、館林税務署が
確定申告を前に車両e－Tax　PRステッカーの協力を
呼び掛けるため、交付式が行われました。車両の媒体
を通して広くPRすることを目的に、館林支部会員約
400会員事業所に配布しました。

支部の活動支部の活動

青年部会　租税教室を開催
　青年部会（神谷晋太郎部会長）では、2月18日（水）
関東学園付属高等学校にて1年生を対象に租税教室を
開催しました。

館林支部　新春経済講演会
　館林支部では、2月13日（金）館林商工会議所「3F
ホール」において、（一社）やまとなでしこ協会代表理
事日髙利美氏をお招きし、新春経済講演会を開催しま
した。
　当日は、「銀座のトップママが語る！成功を呼び込む
接客とコミュニケーションの極意」をテーマに、日髙氏
自身の経験や、やまとなでしこ協会代表理事としての
ご活動に基づき、お客様との向き合い方やビジネスに
おける在り方について具体的にご講演いただきました。
　出席された会員皆様にとって、日々の業務に直結す
る示唆に富んだ内容となり、非常に有意義な時間とな
りました。

講師：神谷部会長

女性部会
青年部会

部会では、税務研修やセミナーなど
の会員交流事業により、学びながら
新しい仲間と交流が深められます。子
ども達に税の大切さを学んでもらう
ために実施する｢税に関する絵はが
きコンクール」や「租税教室」などの
地域社会貢献活動を一緒に楽しみま
せんか！
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　セミナーは受けたいけど忙しくて時間が取れない
…遠くまで出かけずに近くでセミナーを受けたい…
受講したいと思えるセミナーが開催していない…継
続的に研修ができるシステムが欲しい…このような
会員の皆様のニーズにお応えするため、東毛法人会
のホームページから様々なジャンルのセミナーが無
料で受講できる専用サービスを提供してます。
　お好みのセミナーをパソコンやスマホ、タブレッ
トから選んでいただき、クリックまたはタップする
だけ。「じっくり聴きたい、あの人の講演」、「ちょっ
と知りたいあの言葉」、仕事に役立つ情報やヒント
が満載です。是非、ご活用ください。

◇ 館林支部（4 社）
つつじ税理士法人 館林市松原
㈱シーエスラボ 　〃　近藤町
小堀税理士事務所 　〃　本町

（合）SUMICA 　〃　北成島町
◇ 板倉支部（1 社）
舘野文男税理士事務所 板倉町海老瀬
◇ 明和支部（1 社）

（合）清水動物病院 明和町南大島
◇ 大泉支部（10 社）
㈲みつば観光 館林市近藤町
㈱エスディー 大泉町朝日
㈱ Fin Link 　〃　富士
NEW CENTRAL ㈱ 　〃　坂田
㈱アイフォス工業 　〃　古海
㈱アイショウ工業 　〃　古海
㈱宮鐵 　〃　吉田
加藤塗装 　〃　西小泉
㈱ウエマツ 　〃　仙石
㈱ PROMOTION BRASIL 　〃　西小泉
◇ 邑楽支部（1 社）
ステップワード㈱ 邑楽町光善寺
◇ 太田支部（27 社）
㈱ i-works 太田市新井町
㈱リンクエム 　〃　石原町
㈲高和 　〃　鳥山下町

㈱ケイズエステート 太田市内ケ島町
㈲アルプランニング 　〃　鳥山上町
㈱松浪コントラクトデザイン 桐生市相生町
㈱あったらいいね 太田市浜町
㈱ヤマト 　〃　東長岡町
工房蔵㈱ 　〃　大原町
LINDO ㈱ 　〃　竜舞町
グレイスカーズ㈱ 　〃　大原町
将伸工業㈱ 大泉町朝日
㈲茂利製作所 太田市吉沢町
㈱ SK 　〃　西本町
㈲三光食品 　〃　由良町
㈱ディアハート 　〃　新道町
㈱サンアール 　〃　矢田堀町
RTE ENTERPRISE ㈱ 　〃　新田木崎町
㈱トキワ 　〃　成塚町
㈲サクシード総合企画 　〃　新田小金井町
SBS プロダクツ（合） 　〃　吉沢町
㈱奥澤 佐野市田沼町
㈱吉田製作所 太田市新田小金井町
ハピネス瀬川幸子 　〃　東別所町
㈲山田工務店 　〃　新田端木町
㈱すまいる不動産 　〃　内ケ島町
㈱ AREYM 桐生市広沢町

※上記のほか、会報へ希望されていない10社が入会されました。

新入会員のご紹介
令和7年 4月 1日～令和8年 3月31日
新入会員のご紹介

令和7年 4月 1日～令和8年 3月31日

と う も う 法 人 令和 8.4.15 発行（14）第159号



　第9回税に関する絵はがきコンクールにお

いて、東毛法人会会長賞を受賞しました、館

林市立第八小学校6年生の原叶衣さんの作

品が、群馬県法人会連合会女性部会連絡協

議会の代表となりました。作品は、関東信越

国税局連絡協議会に送られ、審査の結果管

内代表6作品中第1席に選ばれ、関東信越法

人会連絡協議会女性部会連絡協議会会長賞

を受賞しました。併せて、全国法人会総連合

女性部会連絡協議会会長賞も受賞いたしま

した。誠におめでとうございます。

　東毛法人会では、令和8年2月19日（木）、谷田川会長、春山女性部会長出席のもと、館林市立第八小学校におい

て賞状の授与を行いました。

（春山女性部会長・谷田川会長・原さん・堀越校長先生）

（原さんの作品）

関信越局連女連協会長賞・全法連女連協会長賞受賞関信越局連女連協会長賞・全法連女連協会長賞受賞
第９回　税に関する絵はがきコンクール第９回　税に関する絵はがきコンクール
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